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「海外の外国人材向け日本語教育支援から、国内の日本語教育への
活用について考える」

就労者の日本語教育支援

近藤 彩
昭和女子大学/昭和女子大学大学院

a-kondoh@swu.ac.jp

2023年3月11日 国際交流基金関西国際センター25周年記念シンポジウム
「外国人材の受け入れ・共生のための日本語教育支援ー海外での支援から国内へー」
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国内・海外の教育実践や職場を
つなぐリソース
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https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/tv/easyjapaneseforwork/
（学習コンテンツ:多言語対応 やさしいにほんごを含む）

https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/ondemand/program/video/
easyjapaneseforwork/?type=tvEpisode&

(15分番組 オンデマンド
多言語対応:英語、中国語、ベトナム語、ビルマ語、

ポルトガル語版あり）

外国人の就労/受け入れの様子

Easy Japanese for Work
（月）午前9:45～10:00 ほか

日本社会で外国人材の受け入れが拡大する中、職場などで使える日本語に的を絞り、
日本で働きたい人を応援します。実際に外国人を採用している企業を徹底リサーチし、
実践的な“日本語のツボ”を伝えます。

EJW（しごとのにほんご）活用
・職場で取材:外国人材（人財）の活躍、日本人社員との交流、しご

との様子、難しいコミュニケーションの提示、 他
・ロールプレイの活用/フィードバック、適切さにもとづく表現の

バリエーション
・会社のルールや習慣、個人の趣味や楽しみ、生活者としての

一面を紹介、仕事に役立つ漢字の紹介
・教材（Webコンテンツ）には、番組ででていた表現やビジネス

用語等の説明付き
・多言語対応 + やさしいにほんご
・教師養成でも活用可能
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日本語教育・国内の企業研修・大学の授業で使用

１ ２ ３

【ケース例】
「表情が見えない会議なんて」
「ほう・れん・そう!?」
「空気を読んで!?」

仕事場面のコンフリクトを教材化→問題発見解決力
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ケース学習とは

事実に基づくケース（仕事のコンフリクト）を題材に、
設問に沿って参加者（学習者）が協働でそれを整理・討論
し、仕事場面を疑似体験しながら問題解決方法を導き出し、
最後に一連の過程について内省を行うところまでの学習で
ある。（近藤2015:6）
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ケース
教材
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まだ9時半です!

Copyright© Aya-Kondoh.  All Rights 
Reserved.

ケース学習
+ 問題解決力、協働力、異文化調整力の育成
+ すべて国内外でのインタビューを実施しケース教材を作成
+ ロールプレイから見る能力記述/Can-do（近藤2022）
+ 初級の企業研修で使用（品田2022）
+ MBA入学前準備コース（中国）/MBAコースでの活用（日本、フランス、オラン

ダ他）
+ 日本企業でのインターンシップ準備として現地で活用
+ 日本の事例からの学び（バングラデシュ大学（院）・ベトナム・マレーシア他）
+ 共修授業・協働型研修（日本）
+ 社内・異業種研修で活用（日本）
+ 複言語主義（フランスのMBAで英語・日本語で実施、ベトナムでベトナム

語で実施)
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経産省と共同開発した動画
と手引き・調査結果

「日本人社員も外国籍社員も
職場でのミスコミュニケーション
を考える」

+ 動画教材及び学びの手引き

<https://www.meti.go.jp/press/20
21/04/20210426003/2021042600
3.html>

■METIチャンネル（YouTube）

★動画教材 外部リンク

<https://www.youtube.com/playlis
t?list=PLcRmz7bR5W3kCaWuRjn
ba0HVNwg4BPqsk>
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経済産業省との共同開発
49本の動画（含解説）
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<動画教材>

<学びの手引き>

←企業での調査結果
も掲載
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厚生労働省委託事業 「令和二年度 厚生労働省委託事業
調査研究会「就労場面における外国人材の日本語コミュニ
ケーション能力評価ツールの作成」 （2021年3月）
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_18220.html
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雇用している外国人の日本語能力の向上のために

9 10

11 12



2023/3/9

就労場面で必要な日本語能力の
目標設定ツールとは

+ 日本国内の企業等において、企業の方が外国人従業員と
コミュニケーションを図りながら、就労場面に必要な日本語
能力の育成（達成）目標を相互に設定・共有したり、相互に
確認したり、時には評価するのに活用できるものです（p.7）。

+ 「就労Can doリスト（めやす）」、49項目からなる「就労場
面における日本語能力:参照表」「使い方の手引」がダウン
ロード可能

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_18220.html
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本ツールのレベル設定

・７つの言語行動:聞くこと、読むこと、話すこと（2種）、
書くこと、オンライン、仲介（橋渡し）

・A2レベル、B1レベル、B2レベルを調査結果により細分化
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15https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_18220.html

・就活+企業に入ってからの活躍に主眼
・Can-doの整備（初版2012、2018）
・B2を目指したもの(企業では初級研修から使用）
・日本語を用いて考える、分析をする、調べる、プレ

ゼンをする、関係を構築する等、課題（タスク）を
通じて日本語でできることを増やす

・豊富なインプット→アウトプットへ
・教科書暗記だけでは身に付かない力を養う
・多様なコミュニケーションを通じて協働力を養う
・学びの場で複言語・複文化をいかす
・関係作り、活躍・協働の場を作る

（参考）CEFRの理念を踏まえた教材
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教師研修からの主な知見・課題

+ 教材の整備の必要性
+ リソースを適切に使える教師の育成
+ 教師の苦手項目の克服
+ 教師間の協働（授業内・授業間）
+ 教師コミュニティの整備・活用
+ 海外では特にハブとしての現地コーディネータの役割が重要
+ SJ指導者（就労者向け日本語教育の指導者）の育成
+ SJ Can-doの活用
+ ファシリテーション力の必要性 など
（近藤・桑原・NGUYEN・DANG・池田2021、神村・池田・近藤2022、多田・近藤2022 他）
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指導者の能力の抽出・整理
https://www.bpcts.org/sj%E6%8C%87%E5%B0%8E%E8%80%85cds/

（科学研究費による助成研究）（品田・近藤 他 2020） 18

SJ（就労者向け）
指導者Can-do

33項目

https://www.bpcts.org/

19

ご清聴ありがとう
ございました

科研費（B）「外国人労働者の定着促進のための協働型受け入れ環境の構築」
（研究代表者：近藤彩）（20H01274）の助成を得ています。

20

17 18

19 20



2023/3/9

NHK WORLD 「Easy Japanese for Work しごとのにほんご」
学習コンテンツ https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/tv/easyjapaneseforwork/
オンデマンド https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/ondemand/program/video/easyjapanesefor 
work/?type=tvEpisode&

池田玲子・舘岡洋子（2022）『ピア・ラーニング入門 創造的な学びのデザインのために』改訂版、
ひつじ書房

池田玲子・舘岡洋子・近藤彩・金孝卿（2022）『協働が拓く多様な実践』ココ出版

神村初美・池田玲子・近藤彩（2022）「ベトナムの日本語教育における協働学習を用いた長期型教師修
ーハブとしての現地コーディネータの役割ー」『日本語研究』第42号

金孝卿・近藤彩（2017）「人材育成を目指すビジネスコミュニケーション教育」
『日本語教育通信 日本語・日本語教育を研究する第44回』国際交流基金
https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/teach/tsushin/reserch/201702.html

金孝卿・近藤彩・池田玲子（2020）『 “異文化トラブル解決のヒント”日本人も外国人もケース学習で学ぼ
うビジネスコミュニケーション』日経HR

経済産業省（2021）『日本人社員も外国籍社員も職場でのミスコミュニケーションを考える』
～動画教材を使った対話による学びの手引き～
https://www.meti.go.jp/press/2021/04/20210426003/20210426003.html

厚生労働省（2020）『就労場面で必要な日本語能力の目標設定ツール』
https://www.mhlw.go. jp/stf/newpage_18220.html（2023年3月8日）
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